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The Sound and the Fury における Compson 三兄弟の語りの翻訳
──4翻訳の分析を通して──
Rendering Voices of Three Brothers of






















明の理である。とはいうものの、文学翻訳の場合、翻訳読者（Target Text Reader or
TTR）は原作のテーマや文体が作り出すその小説全体を包む雰囲気をできるだけ原作

















得たい。そして、翻訳を検討する時の ST として William Faulkner（1897-1962）によ
る The Sound and the Fury（以下 TSTF と略す）（1929）を取り上げたい。
このテキストは“April Seventh, 1928,”“June Second, 1910,”“April Sixth, 1928,”
“April Eighth, 1928”と日付を章題とする四章からなっている。第 1章は Compson 家
の末子で知的発達遅滞の Benjy（Benjamin）によって、彼の意識の流れにそって、時
間軸に拘束されず、過去のちょっとした日常の情景が思い出され語られる。第 2章は
Harvard 大学生の長兄 Quentin によって、彼が自殺する当日のことが語られる。その
日の現実の出来事に、意識の流れにそって過去の情景の断片がからまり、彼の苦悩が
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Caddy、Quentin は母、Jason は家庭内での Quentin との等しい取り扱いを求めてい
る。
第 1章 April Seventh, 1928 における Benjy の語り




“I’ll run away and never come back.”Caddy said. I began to cry. Caddy turned
around and said“Hush”So I hushed. Then they played in the branch. Jason was play-
ing too. He was by himself further down the branch. Versh came around the bush and
lifted me down into the water again. Caddy was all wet and muddy behind, and I
started to cry and she came and squatted in the water.
“Hush now.”she said.“I’m not going to run away.”So I hushed. Caddy smelled like
trees in the rain（19）.
Benjy はお守役の黒人少年 Luster が“Aint you something, thirty three years old, going
on that way . . .”（3）と述べているように、この時すでに 33歳になっている。しか




対する感情的対応がないわけではない。言葉の代わりに彼は crying, bellowing, moan-
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ing などと泣き声で自分を表現することができるし、鋭敏な感覚を嗅覚、視覚、触覚
において獲得している。例えば例文 1のとおり、Caddy が“I’m not going to run
away”と Benjy を安心させた時には、“Caddy smelled like trees in the rain”（19）と大
きな安心を与えてくれる、母なる大地を想像させるような「木のようなにおい」を感
じることが出来るし、一方で Caddy に異変を感じた時、つまり彼女が大人の女性に
なりかける時、Benjy は Caddy の抱擁を拒否するとともに、次のパッセージが示す通
り、何事かを行動で要求することができるのである。“She put her arms around me
again, but I went away（40）. . . But I didn’t hush, and when she went away I followed,
and she stopped on the stairs and waited and I stopped too”（41）と。さらに、Faulkner
は Benjy には善悪の意識もない（Cowley 131）と言っているが、その行動の良し悪し
は別として、近所の女の子に向かって、“I［Benjy］was trying to say, and I caught her
［a neighbor girl］, trying to say, and she screamed and I was trying to say and trying . . .”
（53）と一生懸命言葉を出して少女とかかわりを持とうとするなど、少し精神的に成
長した姿を見せもする。が、この事件がもとで Jason に去勢されてしまう。物語上の
Benjy の役回りは Faulkner が The Paris Review Interviews で“He［Benjy］was a pro-
logue”（Cowley 131）と語っているように、時間軸に制限を設けず、なんらかのきっ
かけによって次々と思い出すシーンを紹介することによって、読者に物語全体に関す
る初期的な知識を与えることにある。この例文 1のシーンでは、Benjy は Luster に川




“Introduction to The Sound and the Fury : 1933”において、この川遊びの場面からこ
の物語を書き始めたと言っている（12）。この場面には Compson 四兄弟がそろってい
るが、Jason だけがもう少し川下で他の兄弟から離れて独りで遊んでいる。この場面
では、Caddy が“I’m seven years old”（17）と言っているのみで他の子どもの年齢は
わからない。しかし、Faulkner による同じ時期の Compson 家の子どもたちが登場す
る別の短編、That Evening Sun（1931）の中では“I［Quentin］was the oldest, I was
nine and Caddy was seven and Jason was five”（294）とあることから想像できるし、





徴して（Faulkner 1933, 13）いたり、さらに“I’ll run away and never come back”と言
う発言からは永遠に故郷に帰れなくなることを暗示的に表している。また、この例 1
の場面の直前では Quentin の制止も聞かず Caddy が人前で洋服を脱ぐシーンもあっ











Caddy の一人称代名詞、“Hush now”そして後にも影響する“run away”など、それ
ぞれの訳に着目して分析を試みたい。
まず初めに“and”連結文の例として、“Caddy was all wet and muddy behind, and I










O2と T の 3歳児があまり使いそうではない単語や漢字、「彼女」や「濡れ」以外
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は、各翻訳とも画数の多い漢字を使わず、簡単な言葉で原文の雰囲気を出そうとして









翻訳の内容的には Benjy の泣いた原因について、O2と T は「－ので」と Caddy
のおしりが泥だらけであったためのように見えるが、少し前の ST の記述で Caddy
が“I’m not going to run away”と言ってくれたので“So I hushed”とあるように、実
際には、彼は Caddy が“run away”といったことに対して泣いている。但し、Faulk-
ner は、Caddy が Quentin との水のかけっこで転んで服を濡らしたため、Benjy は
Caddy が負かされたか傷ついたかしたと思って泣いた（1933, 12）と説明しており、
そちらの説をとって訳しているのかもしれない。
次に、ここでの登場人物、Benjy と Caddy の一人称代名詞が気になる。Benjy につ
いては既に拙論2にて述べたのでここでは省略する。Caddy の自己言及について、O1
は「あたい」、その他の 3翻訳は「あたし」としている。「あたい」は主に東京の下町







し、Caddy はそういう人間ではない。Quentin の思い出の中で、“she never was a




さらに、Caddy の Benjy を制止する言葉、“Hush now.”に着目したい。“Hush”は
テキストに 191回も登場し、複数の登場人物が Benjy の泣き声を制止するために使
用するので、Caddy も誰か大人の言い方をまねるということはあるかもしれない。し
かし、“You’re not a poor baby . . . You’ve got your Caddy”（9）と子供ながらも全面の
愛情を Benjy にそそぐ彼女が「お黙り」という強い制止言葉を使用するだろうか。
O1と O2は「さあ、お黙り」と「もうおだまり」、T と H&N は「さあ、泣かないの
よ」というふうに翻訳は 2つに分れた。
そして、この川遊びのシーンは第 2章で自殺を決行する直前の Quentin の意識の中
にも出現する。“. . . Benjamin the child of mine old age bellowing. Caddy! Caddy! I’m
going to run away. He began to cry she went and touched him. Hush. I’m not going to.






初出である第 1章の Benjy の語りの訳が後の Quentin の意識の訳にどう繋がるかを
見てみると、表 2のとおりである。
表 2 共通フレイズ（Benjy と Quentin）（部分）の翻訳比較
翻訳者 第 1章 Benjy の思い出“I’ll run away and never come back.”（19）
第 2章 Quentin の意識の中






して H&N は「家出して」と、4翻訳とも“run away”に対する日本語の動詞を共通
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にすることで、Quentin の意識中の訳を Benjy の語りの訳に準拠させていることがわ
かる。意識の流れのままに不完全な過去の断片を連続して表出する第 2章の Quentin
の語りの中で、Benjy の語りとは微妙に英語表現に違いをみせる ST に対して、







第 2章 June Second, 1910 における Quentin の語り




. . . opened the gasoline.
the first car in town a girl Girl that’s what Jason couldn’t bear smell of gasoline mak­
ing him sick then got madder than ever because a girl Girl had no sister but Benjamin
Benjamin the child of my sorrowful if I’d just had a mother so I could say Mother
Mother It took a lot of gasoline . . .（172）
Quentin は Harvard 大学の 1年生をちょうど終えようとしている時期にいる。
Faulkner が長野セミナー（1955）で Quentin の役割を“it needs the protagonist, some-
one to tell the story”（Jelliffe 104）と言っているように、Quentin はその錯綜した意識














Quentin は時間に対する強迫観念に取りつかれている。“I［Father］give it to you
［Quentin］not that you may remember time, but that you might forget it now and then for






なるから Caddy と自分の二人だけの世界となると。“Nobody else there but her and me.
If we could just have done something so dreadful that they would have fled hell except us.
I have committed incest I said Father it was I it was not Dalton Ames［Caddy’s first
lover］”（79）というのが彼の理屈である。そして“my murmuring bones and the deep
water like wind, like a roof of wind, and after a long time they cannot distinguish even
bones upon the lonely and inviolate sand. Until on the Day when He says Rise”（80）と死
後の神話的な永遠の平穏を欲しているようである。
そして、母親との関係について言えば、“your mother’s dream for sold Benjy’s pas­
ture for”（102）とあり、長男 Quentin を Harvard に入れることは母親の夢であったこ
とがわかる。しかし、その夢は果たして母性愛からの夢であったろうか。Quentin の
Harvard 大学の学資と Caddy の結婚式の費用として、Compson 家の屋敷を除く最後
の資産である Benjy の大好きだった pasture が売却された。この一件からは Compson
家が経済的に立ち行かなくなってきていることがわかる。また、母親は、“Benjamin
90
was punishment enough for any sins I have committed . . . for putting aside my pride and
marrying a man who held himself above me”（103）と、自身の結婚について自分が
Compson 家と比較してけっして劣らない家格の Bascomb 家出身であることを自負し

















Caddy の車を思い出す。“the first car in town”は Caddy の結婚相手の Hervert Head
が彼女に買い与えたものである。“it’s her car aren’t you proud of your little sister owns
first auto in town”（93）と母親がうれしそうに自慢している。車から Jason のことが
連想される。母が“You know gasoline always made you sick . . . Ever since you were a
child”（238）と言っているように、Jason はガソリンの匂いで頭痛を引き起こすので
ある。さらに Caddy の結婚は失敗に終わり、Jason は Hervert が約束していた銀行の
仕事を約束が履行される前にして失うことになる。このことは Jason に取って許しが
たく、Caddy に対して激しい怒りがこみあげるのである。そして Benjamin という名
前からまた母が思い出される。母は絶対に子供を Benjy とか Caddy とかの愛称では
呼ばず Benjamin とか Candace と正式名で呼ぶ。なぜなら、“Nicknames are vulgar.
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jamin the child of mine old age bellowing”（88）が重ねて思い出されて、“Benjamin the
child of my sorrowful”と若干表現を変えて現れる。そして、母の言葉の思い出から
Quentin の“Mother Mother”という母を欲する心の叫びへと続く。その後、意識の流
れによっていったん途絶えていた目の前にあるガソリンの話に戻る。それでは、各翻
訳を印刷形式、“Girl had no sister but Benjamin”の解釈、そして前にも出て来た母の





























という質問の一部である“had no sister”と“but Benjamin”の三つに分けることがで
きる。または、“Girl”と“had no sister but Benjamin”の二つに文を分けると、誰か
に妹はいないが Benjamin はいると読める。もしくはこの文を完全な文、“Girl had no
sister but Benjamin”として読んで、“Girl”に妹はないが Benjamin はいるというよう
な意味合いの可能性もある。4翻訳を比較すると下記の通りである。
O1：「妹は持っていなかったしかしベンジャミン」（174）







H&N はこのフレイズの初出を意識しているのか Benjamin が後ろの母の言葉“the
child of my sorrowful”にかかっているような選択をしているように見える。
そして、母の言葉、“Benjamin the child of my sorrowful”に着目したい。このフレ
イズの初出は“Benjamin the child of mine old age bellowing”（88）で、両方の翻訳を
比較すると下の表 3になる。
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表 3 初出と例文 2における共通フレイズの訳の比較
翻訳者
初出
“Benjamin the child of mine old age bellowing”
（88）
例文 2での Quentin の意識の中

























T を除く各翻訳とも初出の“the child of mine old age”を「わが年寄子」と訳し、
読者の理解を助けるため、出典を『創世記』であると訳注で説明している。T は訳注
を付けるかわりに「老後に生まれた子供」と解り易い日本語で説明している。そして
実際の後出の ST は“sollowful”で文は終わって“mine old age”は無い。H&N は後
出の ST に沿った訳となっているが、他 3翻訳は「年寄子」、「老後に生まれた」と先
出の翻訳に準拠している。
さらには“if I’d just had a mother so I could say Mother Mother”に注目したい。彼
の母を求める心がこの言葉を再び意識の中に出現させていると思われる（初出は“If






















第 3章 April Sixth, 1928 における Jason の語り
第 3章は次男 Jason によって語られる。彼は常に今の現実しか見ていない人物であ
るが、それでも心に秘めた願望はあるのだ。では、Jason の心の声を聴いてみよう。
例文 3
. . . Earl chasing back and forth like a hen in a coop, saying“Yes, ma’am, Mr
Compson will wait on you. Jason, show this lady a churn or a nickel’s worth of screen
hooks.”
Well, Jason likes work. I says no I never had university advantages because at Harvard
they teach you how to go for a swim at night without knowing how to swim and at
Sewanee they dont even teach you what water is. I says you might send me to the state
University ; maybe I’ll learn how to stop my clock with a nose spray and then you
can send Ben to the Navy I says or to the cavalry anyway, they use geldings in the
cavalry. Then when she sent Quentin home for me to feed too I says I guess that’s
right too, instead of me having to go way up north for a job they sent the job down
here to me and then Mother begun to cry . . .（195-196）
Jason は常に怒りの中にいる。長男の Quentin は家の牧草地を売却して大学に入る
ことが出来た。が、しかし、Jason の場合は母が When they began to sell the land to
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send Quentin to Harvard I told your father that he must make an equal provision for you
（262）と言っても、実際にはそうはしてもらえなかった。さらに、ここで母の回顧は
続いて、残った牧草地や家具までも売った（262）とあるから、Compson 家の経済状
態は窮乏の域にまで達していたことがわかる。そして、第 2章の Quentin の箇所で述
べたように、Caddy の夫 Hervert に斡旋してもらえるはずであった銀行の仕事も
Caddy が結婚前に不身持であったせいで離婚されてふいになってしまった。そのこと
で、Jason は Caddy に深く恨みを持つこととなり、その報復として、Caddy の庶子の
娘、Quentin に“Whatever I do, it’s your fault . . . If I’m bad, it’s because I had to be.
You made me. I wish I was dead. I wish we were all dead”（260）とまで言わせてしま
うほどつらく当たる。最後には残った母親の世話と Caddy の娘 Quentin の養育が Ja-
son の仕事になっているのである。しかし、Jason は母親をだまして Caddy から送ら
れていた Quentin の養育費をくすねて隠し持っていた。
また、Jason は子供の時から金に執心していた。そして、“I say money has no
value ; it’s just the way”（194）と金に対して論理的思考をしている時もあるが、小金
を投機しても失敗続きである。結局、隠し持っていた金も Quentin に持ち逃げされて
しまうし、金儲けについては常に不成功に終わる。




家の Bascomb の血を引いていると母によって常に言い聞かされ、Compson 家の他の
兄弟とは Benjy の思い出（例文 1）の中でも 5歳にしてすでに川遊びを独りでしてい
るほど精神的に分断されている。母親の考えでは、Quentin と Caddy については
“How can I［mother］control any of them［Quentin and Caddy］when you［father］
have always taught them to have no respect for me and my wishes I know you look down
on my people”（96）という風に父親に育てられ、Benjy は母にとっては前述したとお
り、天罰として生まれてきた子どもであった。Jason のみが“he has never given me
one moment’s sorrow since I first held him in my arms I knew then that he was to be my
joy and my salvation”（103）であり、“they’re［Quentin, Caddy and Benjy］not my flesh
and blood like he［Jason］is”（104）なのである。さらに母は“Damuddy spoiled Jason
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that way and it took him two years to outgrow it”（63）と Jason を祖母の Compson 家の
養育方針から Bascomb 流に取り戻すのに 2年かかったといっている。要するに母親
は Jason を自分の家庭に対する不満の逃げ場としていたと言える。そのような育ち方
は Jason の性格形成に大きく影響したことであろう。
そして、今では現実の家長は Jason であるのに、この母親は“. . . I never let any-
one take my keys”（282）と未だに家の中の各部屋の鍵を自分の手中に握っている。
彼の結婚さえもこの母は“I’ll be gone soon and then you can take a wife but you’ll
never find an woman who is worthy of you”（246-247）と規制している。内心では母親
に対してぶつぶつ文句を言っている Jason も、そのような母親に対して正面切っては
何事にも反対できないのである。









程度の非標準綴りは Mrs. Compson も Quentin も使用している。
例文 3の場面はある女性客の相手を Earl から命じられた時のことに引き続く彼の


































そして、“you might send me to the state University”に着目して 4翻訳を比較してみ
たい。Appendix Compson : 1699-1945 で Faulkner が説明しているところによると、父
親は飲酒が原因で死亡したとはいえ、元々は弁護士事務所を開いていたということ
だ。この例文 3の中にも Sewanee とあるから University of South を卒業しているだろ
う。兄の Quentin は Harvard へ行かせてもらえた。Jason 自身は Appendix によると









































物 Caddy に着目し、彼女の自称詞、“run away”そして“hush”の翻訳について、










読み取ればいいのかが判然としないのが Quentin の語りの特徴だが、“Girl had no sis-
ter but Benjamin”を例にとると、翻訳によって Benjamin が後ろの文へ掛かると解釈
しているものや、文をそのまま切らないで、正当な文と解釈したと思えるものがあっ




最後に Jason の語りである。Jason は実務的で Quentin のように悩まないので、そ
れほど複雑な意識の流れはなく、やや長い独白は続いても文章は論理的である。とは
いうものの、“Well, Jason likes work”の発話主体に注目したところ、翻訳者によって
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男性と女性の二通りの解釈が見られた。そして、Jason の歴史的現在時制の語りに注
目すると、この例文翻訳の中では、O1、O2、T の現在形と H&N の過去形に分れた。
日本語でも現在形にすると Jason がいつもそう言っているという状態をあらわすこと
ができるし、過去形にすると日本語として自然な感じを与える。次にまた、“you





















２ “Rendering Narrators’ Voices in The Sound and the Fury : An Analysis of Four




Faulkner, William. The Sound and the Fury. New York : Random House, 1990.
大橋健三郎 訳「響きと怒り」『新潮世界文学 41』東京：新潮社 1971
尾上政次 訳「響きと怒り」『フォークナー全集 5』東京：富山房 1969
高橋正雄 訳『響きと怒り』東京：講談社 1997
平石貴樹、新納卓也 共訳『響きと怒り』上下 東京：岩波文庫 2007
References
Cowley, Malcolm. Writers at Work The Paris Review Interviews. New York : The Viking
Press, 1958
Faulkner, William. André Bleikasten ed.“Introduction to The Sound and the fury, 1933”
William Faulkner’s The Sound and the Fury.（Garland Faulkner casebooks ; V.1）
New York : Garland, 1982.
────“That Evening Sun,”Collected Stories of William Faulkner. New York : Ran-
dom House, 1950.
Hasegawa, Yoko. The Routledge Course in Japanese Translation. London and New York :
Routledge, 2012.
Humphrey, Robert. Stream of Consciousness in the Modern Novel. Berkeley and Los Ange-
les : University of California Press, 1954.
Humphrey, Robert『現代小説と意識の流れ』石田幸太郎 訳 東京：英宝社 1970
樋口万里子「現在時制の意味機能」『九州工業大学情報工学部紀要』5巻 九州工業
大学 1992 pp.75-99
Jelliffe, Robert A. Faulkner at Nagano. Tokyo : Kenkyusha, 1956.
Jendreyko, Vadim.『ドストエフスキーと愛に生きる』2014. Documentary film
梶原佳子「自己評価についての一考察（2）：幼児期の自己認識の発達について」『大
阪大学人間科学部紀要』22号 大阪：大阪大学 1996 pp.399-410
文部科学省『諸外国の教育統計 2019年版』
野中 涼「Faulkner の意識の流れ」『英文学研究』36（1）東京：日本英文学会 1959
pp.109-125
102
Ross, Stephen M. and Noel Polk. Reading Faulkner The Sound and the Fury Glossary and
Commentary. Jackson : University Press of Mississippi, 1996.
高村 薫「小説の現在地とこれから」『新潮』第 115巻第 6号 東京：新潮社 2018
pp.155-166
103

